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は じ め に
今日，日本国内をはじめ北海道内において
も児童の体力低下が報告されている１）。筆者
らは，平成２１年度から江別市教育委員会と連
携し，「江別市内における児童生徒の体力向
上に関する実践的調査研究」を行ってきた２，３）。
平成２１年度は，「全国体力・運動能力，運動
習慣等調査」１）の結果から，江別市内のＡ小
学校の児童の体力水準について分析を行った。
その結果，Ａ小学校の５年生における体力・
運動能力の特徴として，男女ともに握力，上
体起こし，立ち幅跳びおよびソフトボール投
げにおける測定値は全国の５年生の平均値と
比較して高い値であったが，長座体前屈，反
復横跳び，２０ｍシャトルランおよび５０ｍ走は
低い値であることを報告した２）。このことか
ら，児童の体力および運動能力を全体的にバ
ランスよく向上させていくことが課題である
ことを指摘した。
そこで，本研究は昨年度報告した課題から
江別市内のＡ小学校を対象として，運動プロ
グラムを作成・実施し，その運動プログラム
実施前後での体力および運動能力の変化につ
いて報告することを目的とした。
研 究 方 法
１．対象
対象は，江別市内のＡ小学校の２年生１２名
（男子６名，女子６名）と３年生２１名（男子
１３名，女子８名）の合計３３名でであった。Ａ
小学校は全校生徒１４９名（平成２２年５月１日
現在）の小規模な小学校である。
２．運動プログラム
対象の児童に対し，平成２２年４月２０日～１２
月１７日までの期間に，午前８時１０分～２５分ま
での１５分間に「朝の運動プログラム」を全３８
回実施した（表１）。
１）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科 ２）北翔大学短期大学部こども学科
３）北翔大学大学院生涯学習学研究科修士課程 ４）北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター
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回 月日 曜日 項 目 内容
１ ４／２０ 火 新体力テスト① 握力，長座体前屈，立ち幅跳び
２ ２３ 金 新体力テスト② 上体起こし
３ ２７ 火 新体力テスト③ 反復横跳び
４ ３０ 金 新体力テスト④ ２０ｍシャトルラン
５ ６／１５ 火 新体力テスト⑤ ２０ｍシャトルラン
６ １８ 金 げんきキッズ運動能力測定① 開眼片脚立ち，またぎ越しくぐり，ジグザグ走
７ ２２ 火 げんきキッズ運動能力測定② 後方ハイハイ走
８ ２５ 金 げんきキッズ運動能力測定③ テニスボール投げ
９ ２９ 火 走 鬼ごっこ（増やし鬼，手つなぎ鬼）
１０ ７／２ 金 跳
増やし鬼：ウォーミングアップで実施
輪の連続ジャンプⅠ：色々な色の輪から外れないように交互足で跳ん
で目的地へ移動。
１１ ６ 火 投 かたき：ボールをぶつけられたら座る。ぶつけた人がぶつけられたら生き返る。
１２ ９ 金 跳
手つなぎ鬼：ウォーミングアップで実施
輪の連続ジャンプⅡ：輪の色が同じ時は同じ脚，色が変わったら脚を
入れ替える。ケンケンが生まれる。
１３ １３ 火 投 ドッジボール（２，３年生合同チーム対抗），ボール１個，２個。
１４ １６ 金 走＋跳 リレー遊び（ケンケン，ダッシュ，輪，ダッシュ）
１５ ２０ 火 走＋投＋捕
ボールころがしキャッチ：前の人がボールを転がし，後の人がそれを
追いかけてキャッチする。
キャッチの方法を工夫（手・脚・尻・頭等）
１６ ８／２０ 金 走 走：輪に向かってダッシュ（立位・体育座りから），鬼ごっこ（増やし鬼，氷鬼）
１７ ２４ 火 跳
跳：ジャンケンダッシュ～輪にジャンプタッチ，アザラシ・ウマ，２
人組・長座相手の脚を左右に跳ぶ，ウマくぐり，３人組・脚を跳び越
し＋ウマくぐり
１８ ３１ 火 跳
跳：ジャンケンダッシュ～輪にジャンプタッチ（勝った人が３種類），
５人組・４人の長座脚を連続跳び越し＋長座脚とウマを交互に跳び越
しくぐり
１９ ９／３ 金 投 投：鍵鬼，遠投（ドッジボールなど），テニスボール投（左右に動く的を狙う）
２０ ７ 火 走 走：ねことねずみ（間を離して，背中合わせ）
２１ １０ 金 蹴 蹴：靴飛ばし（上へ，遠くへ，利き脚，非利き脚）
２２ １４ 火 蹴 蹴：靴飛ばし（利き脚，非利き脚），増やし鬼
２３ １７ 金 走 走：ジャンケンダッシュ＋輪の高いところにジャンプタッチ（勝った人が３種類），陣取り合戦（線上でぶつかった人ジャンケン）
２４ ２１ 火 投 投：ボール遊び，紙鉄砲，テニスボール地面たたきつけ投
２５ ２４ 金 投 投：紙鉄砲，ジャンケンダッシュ～輪へジャンプタッチ（勝った人が３種類），テニスボール投（様々な距離から壁へ）
２６ １０／１ 金 走 走：ジャンケンダッシュ～輪へジャンプタッチ（勝った人が３種類），猟師と鹿
２７ １１／５ 金 走＋跳＋投
ダッシュ→跳び箱を跳び乗り＋跳び降り→壁にタッチしてダッシュで
戻る
ダッシュ→跳び箱を跳び乗り＋跳び降り→壁にタッチして，ゴムひも
をくぐって戻る
紙ボールをバスケットゴールを目がけて投げる，３年生：歩き手つな
ぎ鬼，２年：しっぽ取り鬼
表１ 朝運動プログラム実施内容
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「朝の運動プログラム」は，体を動かす遊
びを中心とした運動プログラムの実践を通し
て，運動の楽しさを子どもたちへ伝えること
を目的とし，そのことによって子どもの生活
における運動習慣が促進され，体力・運動能
力の向上を図るものとした。同時にコミュニ
ケーション能力の醸成を図るために運動遊び
の形式を取り入れ，生きる力の基礎作りもね
らいとした。子どもたちが運動の楽しさを味
わい，生涯を通じてスポーツを楽しむ人とし
て育つこと目指して行われた。
具体的な目標は以下の３点である。
１）運動・遊び好きの子どもの育成
「汗を流すと気持ちいい」「運動すること
２８ ９ 火 走＋跳＋投
２年生のみ，ダッシュ→台を跳び乗り＋跳び降り→壁に貼ってあるテー
プを１つ取ってきて，マットを跳び越えて戻る
ダッシュ→台を跳び乗り＋跳び降り→壁に貼ったテープを１５秒くらい
で何枚も取ってきて，台を跳び越えて戻る
短い１ｍ以内の吹き流しのついた紙ボール投げ，しっぽ取り鬼
２９ １２ 金 走＋跳＋投
２年生のみ，２ｍと長い吹き流しのついた紙ボール投げ→
ダッシュ→台を跳び乗り＋跳び降り→壁にジャンプして貼ってあるテー
プを１枚取ってきて，台を跳び越えて戻る→テープを紙ボールに貼る
ダッシュ→台を跳び乗り＋跳び降り→壁にジャンプしてテープをでき
るだけたくさん取ってきて，台を跳び越えて戻る→テープを紙ボール
に貼る
ある距離から台を越えるように全力で紙ボール投げ→台を越えたら，
どんどん後ろへ下がる
３０ １６ 火 走＋跳＋投
長短の吹き流しのついた紙ボールを選択
ダッシュ→台を跳び乗り＋跳び降り→壁にジャンプして貼ってあるテー
プを１枚取る→台を跳び越えて戻って，テープを紙ボールに貼る，を
何回か繰り返す
ある距離から輪を持った人を越えるように全力で紙ボール投げ→台を
越えたら，どんどん後ろへ下がる
３１ １９ 金 走＋跳＋投
前に粘土の重り，後ろに吹き流しのついたソフトポールを選択
ダッシュ→台を跳び乗り＋跳び降り→壁にジャンプして貼ってあるテー
プを１枚取る→台を跳び越えて戻って，テープをソフトポールの先に
貼る，を何回か繰り返すある距離から身長ほどの高さを目印としたラ
インの上を越えるように全力でソフトポール投げ→ラインの上を越え
たら，どんどん後ろへ下がる
３２ ２６ 金 げんきキッズ運動能力測定①
開眼片脚立ち（全員），テニスボール投げ・ジグザグ走（３年），跳び
越しくぐり
３３ ３０ 火 げんきキッズ運動能力測定②
テニスボール投げ・ジグザグ走（２年），後方ハイハイ走・跳び越しく
ぐり（３年）
３４ １２／３ 金 新体力テスト① 運動能力テスト①（３年：シャトルラン，２年：握力・長座体前屈）
３５ ７ 火 新体力テスト② 運動能力テスト②（３年：握力・長座体前屈，立幅跳，２年：シャトルラン・立幅跳）
３６ １０ 金 新体力テスト③ 運動能力テスト③（反復横跳びを中心に残り全て）
３７ １４ 火 走＋跳＋投
指導者が持っている棒につるされた紙ボールをジャンプしてアタック
→２列に並び，２０ｍ程ダッシュしてつるされた紙ボールにジャンプタッ
チし，その後また２０ｍ先の指導者の挙げた手にジャンプタッチ，これ
を数回繰り返す．
２人組みで片方が投げた紙ボールを相手はタッチする．
３８ １７ 金 走＋跳＋投
指導者が持っている棒につるされた紙ボールをジャンプしてアタック
→２列に並び，２０ｍ程ダッシュ（途中に障害物としてマットを跳び越
す）し，つるされた紙ボールにジャンプタッチし，その後また２０ｍ先
の指導者の挙げた手にジャンプタッチ，これを数回繰り返す．３人組
みで間に鬼を挟み，２人が紙ボールでキャッチボール．鬼にボールを
取られたら交代．
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が楽しい」と感じることのできる子どもの育
成をめざす。これにより生活スタイルの中に
運動を取り入れ，運動の習慣化の確立をねら
う。
２）基礎的・基本的運動を通した体力の向上
様々な動きを体験し，あらゆる運動やスポー
ツの基礎となる運動を実施し，体力の向上を
めざす。
３）コミュニケーション能力の向上
仲間とともに運動の場と時間を共有し，声
を合わせ体を動かしたり，競争して遊ぶこと
によって，コミュニケーション能力の向上を
めざす。
３．運動プログラムの指導体制
教員を志望している北翔大学生涯学習シス
テム学部健康プランニング学科の学生３名，
同大学短期大学部こども学科の学生１７名およ
び同大学大学院生涯学習学研究科の大学院生
１名が中心となって，朝の運動プログラムの
指導にあたった。それぞれのプログラムを児
童に行わせるにあたり，学生１名がメイン指
導者となり，複数の学生がサブ指導員となっ
て実施した。
４．体力および運動能力テスト測定
プログラム開始前と終了時に文部科学省の
「新体力テスト」１）と「げんきキッズ運動能
力テスト」５）を実施した。「げんきキッズ運動
能力テスト」とは，北方圏生涯スポーツ研究
センター体力向上研究分野が，財団法人さっ
ぽろ健康スポーツ財団と札幌運動教育研究セ
ンターとが連携して開発した子ども時代に身
につけておくべき体力，運動能力を測定する
ものである５）。
新体力テストで実施した種目は，「握力」
「上体起こし」「長座体前屈」「反復横跳び」
「２０ｍシャトルラン」「立ち幅跳び」「ソフト
ボール投げ」「５０ｍ走」であった（ソフトボー
ル投げ，５０ｍシャトルランは４月のみに体育
授業時に実施し１２月は実施しなかったため本
研究の対象から除外した）。
「げんきキッズ運動能力テスト」の測定種
目は，バランス能力を測定する「開眼片足立
ち」，脚の筋力と全身の調整力を測定する
「またぎ越しくぐり」（図１），素早い移動能
力を測定する「ジグザグ走」（図２），上肢の
筋力と腕と脚のコーディネーション能力を測
定する「後方ハイハイ」（図３），投能力を評
価する「テニスボール投げ」の５種目である。
それぞれの種目の実施方法を表２に示した。
５．アンケート調査
本研究の対象とする児童に，運動プログラ
ム実施後にアンケート調査を行った。具体的
な内容は後述の図１４に示した。
６．統計処理
新体力テストおよびげんきキッズ運動能力
テストの測定項目において平均値と標準偏差
を算出し，運動プログラム前後の平均値の差
の検定は，対応のあるｔ検定を用いた。なお，
有意水準は p＜０．０５とした。
結果および考察
１．運動プログラムの実践経過
１回目（４月２０日）～８回目（６月２５日）
は新体力テストとげんきキッズ運動能力テス
トを実施した。
新体力テスト測定の結果，上体起こしは小
学校２，３年生の標準値４）よりも高い値を示
したが，それ以外の種目では，標準値より低
い値であった（後出表３）。特に２年生のシャ
トルラン（持久力）の値が低かった。そこで
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表２ げんきキッズ運動能力測定実施方法３）
○開眼片足立ち
・個人の支持しやすい脚で実施する。
・測定中は時間を流し読みする。
・集中させるために壁向きで実施する
（壁にマークをつけて視点を一定させる）。
※できれば，静かな別室で行えるとよい．
・ケンケンしたり，浮遊脚が地面に着いた時点で終了．最大９０秒とする
○ジグザグ走
・「ヨーイ・ドン」の合図でスタート。
・コーンの右側・左側どちらから通過してもかまわない。
・２回計測する．※同じ子が２回続けて行わないように
する。
※背の高いコーン（腰の高さ程度）を使用する。
○またぎ越しくぐり
・ゴムひもに対して横向き立ちから始め，３往復に時間を計測する。
・「ヨーイ，ドン」の合図から計測を始め，最後，身体全体（足先）
がゴムひもを通過したら終了。
・くぐる際に手や膝を地面に着いたり，ジャンプして跳び越えても
かまわない。
・２回計測する．※同じ子が２回続けて行わないようにする。
※くぐり方を間違えた場合は最初からやり直しをすること。
・ゴムひもの高さは身長の１／３とする。
○後方ハイハイ
・距離は５ｍで測定する。
・後ろ向きで進むため，床にテープを貼って
おくこと（既存のラインを使っても可）。
・２回計測する。
※測定は１人ずつ。同じ子が２回続けて行
わないようにする。
・５ｍで終わらせてしまうと途中で減速して
しまうため，ゴール地点は６ｍに設定する．
○テニスボール投げ
・距離を測定するにあたり，扇状の場は作らなくてかまわない。
・距離の計測は１ｍ単位とする．※１ｍ未満は切り捨てる。例）９．８ｍ→９ｍ １０．１ｍ→１０ｍ
・２回実施する．※１人が２回連続して行う。
・まっすぐ投げられず横の壁にぶつかった場合はやり直す。
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持久力や敏捷性，投力を高めるための運動プ
ログラムを実施することとした。
夏休み前の９回目（６月２９日）～１５回目
（７月２０日）までの７回は，走，跳，投，蹴
るなどの基本的な運動を実施した。
持久力を高めるための「鬼ごっこ」や，跳
躍力を高めるための「ケンステップ」を利用
した連続片足ジャンプ（図４），「かたき」（１１
回）や「ドッジボール」（１３回目，図５）な
どの投運動を実施した。また走・跳の複合的
な運動を含む「リレー」（１４回目，図６）や，
ボールを自分で転がしそれを追いかけてキャッ
チするというプログラムも実施した（１５回目，
図７）。
プログラム開始当初のこの時期は指導を担
当した学生も試行錯誤の手探り状態での指導
であり，説明時間が長くなり，運動時間が短
く，子どもの運動量を確保できないという問
題点が生じた。
夏休み後の１６回目（８月２０日）～２１回目
（１０月１日）までは，夏休み前の問題点を修
正し，より短時間で的確な説明，できるだけ
運動する時間を多くし運動量を確保すること，
子どもたちが楽しく興味を持って取り組める
運動を行うことを課題として取り組んだ。
夏休み前に引き続き，持久力を高めるため
の「鬼ごっこ」を実施し，増やし鬼，氷鬼
（１６回目），鍵鬼（１９回目）などのバリエー
ションを増やし，子どもたちに飽きさせない
ように工夫した。
走力（瞬発力），跳躍力を高めるために
「ジャンケンダッシュ」を行った。これは，
指導者と子どもがジャンケンを行い，「勝ち」
「負け」「あいこ」の場合のそれぞれに走っ
またいで くぐる
図１ またぎ越しくぐり
図２ ジグザグ走 図３ 後方ハイハイ走
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図４ ケンステップ（左）を利用したダッシュ・連続ジャンプ
図５ ドッジボール 図６ リレー
転がるボールを追いかけて キャッチ
図７ ボールキャッチ
先生とじゃんけんして カベに向かってダッシュ＆ジャンプ
図８ ジャンケンダッシュ
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ていく場所を決めて，壁にタッチして戻ると
いうプログラムである（図８）。単純に壁に
タッチするものから始めて（１６回目），壁に
「フラフープ」や「ケンステップ」を設置し，
それに向かってジャンプしタッチするもの
（１７回目）というようにバリエーションを増
やした。これらのプログラムは各回のウォー
ミングアップとして利用した。
跳躍力・バランスを高めるプログラムとし
て長座している人の脚を連続して跳ぶプログ
ラムを実施した（１７回目）。そして複合的な
動きを身につけるために，長座の脚を跳び，
ウマをくぐる動きを組み合わせるバリエーショ
ンへ発展させた（１８回目，図９）。
投運動では，ドッジボールの遠投やテニス
ボールで左右に動く的を狙うプログラムを実
施した（１９回目）。さらに「紙鉄砲」（図１０）
により手首のスナップの習得や，テニスボー
ルを床に叩きつけることにより胴体の前傾な
どを習得するためのプログラムを実施した
（２４回目，２５回目）。
蹴る力を向上させるためのプログラムとし
て「靴飛ばし」を実施した（２１回目，２２回目）。
上へ高く上げること，遠くへ飛ばすことなど
の目標を決め，利き脚，非利き脚の両方で実
施した。
２７回目～３１回目までは，走，跳，投を含む
複合的な運動を実施した。これまでの「ジャ
ンケンダッシュ」の途中に約３０㎝程度の台を
設置し，その台に跳び乗ってからすぐに遠く
へ跳び出すような課題を加えた。また壁には
高さの異なる場所にビニールテープを貼り，
ジャンプ くぐる
図９ ジャンプしてくぐる
図１０ 紙鉄砲
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それをジャンプして取りに行き，そのビニー
ルテープを紙ボールに巻きつけ，それを投げ
るというプログラムを実施した（図１１）。
これらのプログラムを実施した結果，夏休
み後は，子どもたちは一生懸命，とても楽し
そうにプログラムに取り組むことができてい
た。
台に跳び乗ってからすぐにダッシュ テープを取るためにジャンプ
自分の紙ボールに巻いて重りにする 紙ボール
輪にねらって投げる 長くてやわらかい棒を投げる
図１１ 走＋跳＋投の複合的運動プログラム
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２．児童の体力および運動能力の変化
１）新体力テスト項目における４月と１２月と
の比較
表３～６にプログラム開始時（４月）と終
了時（１２月）の新体力テストの測定結果を示
した。３年生男子１１名に関しては，握力を除
くすべての項目の平均値において向上がみら
れた。特に，立ち幅跳び，長座体前屈および
反復横跳びにおいて，１２月が４月と比較して
有意に高い値を示した。また，小学生３年生
の体力標準値４）（以下，標準値）と比較する
と４月において上体起こしのみが高い値を示
したが，１２月では長座体前屈も高い値となっ
た。その他の項目は４月，１２月ともに低い値
であったが，標準値に近づいた。
３年女子８名に関しては，握力を除くすべ
ての項目で平均値の向上がみられた。特に，
反復横跳びは４月の値に比較して１２月の値が
有意に向上した。小学校３年生女子の標準値４）
と比較すると４月の段階では上体起こしのみ
が高い値であったが，１２月においては長座体
前屈も高い値となり，反復横跳びも標準値に
近づいた。
２年生男子６名に関しても，４月の平均値
と比較して，すべての項目において１２月の平
均値が向上した。特に立ち幅跳び，上体起こ
し，反復横跳びが有意に向上した。標準値と
比較すると，３年生と同様に４月の段階では，
上体起こしのみが全国平均値より高い値であっ
たが，１２月においては長座体前屈，反復横跳
びも標準値よりも高い値となり，握力も標準
値に近づいた。
２年生女子６名に関しても，すべての項目
において４月の平均値よりも１２月の平均値の
方が高い値となった。反復横跳びのみ有意差
があった。標準値と比較すると上体起こし，
反復横跳びが１２月において標準値よりも高い
値となり，長座体前屈が標準値に近づいた。
２）げんきキッズ運動能力テスト項目におけ
る４月と１２月との比較
表７に３年生男子１１名のげんきキッズ運動
能力テストにおける４月と１２月の平均値，標
準偏差を示した。４月の値に比べ開眼片脚立
ち以外のすべての平均値が向上した（タイム
は短縮し，距離は伸びた）。特に，またぎ越
しくぐり，テニスボール投げおよび後方ハイ
ハイにおいて有意に向上した。
表３ 体力測定結果３年生男子（n＝１１）
種目 立ち幅跳び 握力
長座
体前屈
上体
起こし
反復
横跳び シャトルラン
単位 （ｍ） （㎏） （㎝） （回） （回） （回）
小学校３年生男子標準値 １．５３ １５．２ ３０．９ １８．７ ３８．１ ３９．３
３年男子平均（４月） １．３１ １３．１ ２７．１ １９．４ ２８．８ ３６．７
標準偏差 ０．１７ ２．７ ２．７ ５．２ ３．３ １４．３
３年男子平均（１２月） １．４３ １３．０ ３２．２ １９．５ ３６．３ ３８．８
標準偏差 ０．２３ ３．２ ６．７ ４．３ ５．３ １４．７
ｔ検定結果 ＊ ns ＊ ns ＊＊ ns
ns：no significant，＊：p＜０．０５，＊＊：p＜０．０１
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表４ 体力測定結果３年生女子（n＝８）
表５ 体力測定結果２年生男子（n＝６）
表６ 体力測定結果２年生女子（n＝６）
種目 立ち幅跳び 握力
長座
体前屈
上体
起こし
反復
横跳び シャトルラン
単位 （ｍ） （㎏） （㎝） （回） （回） （回）
小学校３年生女子標準値 １．４４ １４．０ ３３．４ １５．６ ３５．９ ３２．５
３年女子平均（４月） １．１８ １２．８ ２７．８ １７．４ ２７．４ ２４．９
標準偏差 ０．１３ １．４６ ５．０ ４．２ ２．０ ７．０
３年女子平均（１２月） １．２８ １２．６ ３３．９ １７．６ ３３．４ ２８．４
標準偏差 ０．０９ ２．６４ ７．５ ３．６ ３．１ ８．７
ｔ検定結果 ns（p＝０．０６） ns ns（p＝０．０７） ns ＊＊ ns
ns：no significant， ＊＊：p＜０．０１
種目 立ち幅跳び 握力
長座
体前屈
上体
起こし
反復
横跳び シャトルラン
単位 （ｍ） （㎏） （㎝） （回） （回） （回）
小学校２年生男子標準値 １．４２ １３．０ ２９．１ １５．３ ３４．０ ３２．４
２年男子平均（４月） １．１７ １０．８ ２５．８ １７．５ ３０．５ １８．８
標準偏差 ０．１８ １．６ ５．９ ５．０ ５．２ １４．４
２年男子平均（１２月） １．３５ １２．６ ３２．２ ２１．０ ３５．３ ２４．３
標準偏差 ０．２０ ０．８ ８．８ ４．３ ６．７ １７．６
ｔ検定結果 ＊＊ ns（p＝０．０６） ns ＊＊ ＊ ns
ns：no significant，＊：p＜０．０５，＊＊：p＜０．０１
種目 立ち幅跳び 握力
長座
体前屈
上体
起こし
反復
横跳び シャトルラン
単位 （ｍ） （㎏） （㎝） （回） （回） （回）
小学校２年生女子標準値 １．３１ １２．０ ３１．５ １３．６ ３２．４ ２５．７
２年女子平均（４月） １．１４ ９．５ ２４．６ １５．８ ３０．７ １４．２
標準偏差 ０．０６ １．８ ８．３ ６．３ １．９ １．６
２年女子平均（１２月） １．１８ １０．０ ３１．１ １６．２ ３３．２ ２１．５
標準偏差 ０．１１ １．２ ３．９ ８．２ ２．５ １１．４
ｔ検定結果 ns ns ns ns ＊ ns
ns：no significant，＊：p＜０．０５
図１２ 小学校３年生標準値４）を１００％とした時のＡ小学校３年生男女平均値
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表７ げんきキッズ運動能力測定結果（３年生男子，n＝１１）
表８ げんきキッズ運動能力測定結果（３年生女子，n＝８）
種目 またぎ越しくぐり
開眼片脚
立ち
テニスボール
投げ
後方
ハイハイ走 ジグザグ走
単位 （秒） （秒） （ｍ） （秒） （秒）
４月 平均値 １３．９ ６５．４ １８．４ ５．６ ９．１
標準偏差 ２．８ ３４．７ ５．８ １．３ ０．７
１２月 平均値 １１．３ ５９．２ ２２．８ ４．４ ８．７
標準偏差 １．７ ３５．８ ９．４ １．１ ０．９
ｔ検定結果 ＊＊ ns ＊ ＊＊ ns（p＝０．０７）
ns：no significant，＊：p＜０．０５，＊＊：p＜０．０１
種目 またぎ越しくぐり
開眼片脚
立ち
テニスボール
投げ
後方
ハイハイ走 ジグザグ走
単位 （秒） （秒） （ｍ） （秒） （秒）
４月 平均値 １０．０５ ３８．０ ８．５ ５．９８ ６．３２
標準偏差 ７．１４ １７．７ ５．１ ４．２１ ５．０７
１２月 平均値 ９．２６ ５１．６ ９．５ ４．２１ ５．９８
標準偏差 ６．７２ ２２．２ ５．３ ２．７７ ４．８０
ｔ検定結果 ns ns ns（p＝０．０８） ＊＊ ns
ns：no significant，＊＊：p＜０．０１
図１３ 小学校２年生標準値４）を１００％とした時のＡ小学校２年生男女平均値
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３年生女子８名においては，すべての項目
で４月に比較して１２月の平均値が向上し，後
方ハイハイのみが有意にタイムが短縮された
（表８）。
２年生男子６名に関しては，すべての項目
において平均値が向上し，特に，テニスボー
ル投げ，後方ハイハイが有意に向上した（表
９）。
２年生女子６名に関しては，開眼片脚立ち
以外のすべての項目において平均値が向上し
た。またぎ越しくぐりと後方ハイハイにおい
て有意に向上した（表１０）。
以上の様に男子においてはテニスボール投
げと後方ハイハイが４月の値に比較して有意
に向上し，女子においては，後方ハイハイが
有意に向上する傾向がみられた。
３）体力測定結果のまとめ
以上の結果から，新体力テストおよびげん
きキッズ運動能力テストにおいて，４月の結
果と比べて１２月ではほとんどの項目で改善が
みられた。指導した運動プログラムの有効性
がみられたといえる。しかし，本研究で実践
した運動プログラムのみがＡ小学校の２，３
年生の体力および運動能力に影響を及ぼした
のかどうかを説明することはできない。その
表９ げんきキッズ運動能力測定結果（２年生男子，n＝６）
表１０ げんきキッズ運動能力測定結果（２年生女子，n＝６）
種目 またぎ越しくぐり
開眼片脚
立ち
テニスボール
投げ
後方
ハイハイ走 ジグザグ走
単位 （秒） （秒） （ｍ） （秒） （秒）
４月 平均値 １４．６ ３６．７ １３．２ ５．５ ９．０
標準偏差 ４．４ ３０．８ ３．３ １．１ ０．８
１２月 平均値 １１．１ ６３．０ １６．７ ４．２ ８．８
標準偏差 １．９ ２２．７ ３．１ ０．９ ０．９
ｔ検定結果 ns（p＝０．０９） ns ＊＊ ＊＊ ns
ns：no significant，＊＊：p＜０．０１
種目 またぎ越しくぐり
開眼片脚
立ち
テニスボール
投げ
後方
ハイハイ走 ジグザグ走
単位 （秒） （秒） （ｍ） （秒） （秒）
４月 平均値 １３．４ ８０．２ １０．３ ５．９ ９．０
標準偏差 １．１ １５．３ ２．４ １．５ ０．４
１２月 平均値 １１．９ ７０．０ １１．７ ５．０ ８．９
標準偏差 １．０ ２３．３ ２．９ ０．９ ０．４
ｔ検定結果 ＊ ns ns ＊ ns
ns：no significant，＊ p＜０．０５
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理由として，①運動プログラムを行わない統
制群を設けなかったこと，②上述の①に加え，
小学２，３年生は成長期にあるため，テスト
項目の改善が成長による発育発達の結果であ
る可能性があること，③児童が週に３回体育
授業で運動していること，④さらに児童の中
には帰宅後の外遊びおよび少年団などでスポー
ツ活動を行い，児童それぞれの日々の運動量
が異なっていること，などが考えられる。し
かし，一方では運動プログラムを実践し，成
長期であるにもかかわらず握力といった筋力
を示す値が改善されないということもわかっ
た。このことは，握力そのものを高める運動
プログラムを実践していないことや握力にお
ける筋力測定ではあらゆる身体の筋力を反映
しなかったことが推察される。
３．アンケート調査結果
全プログラム終了後に対象の児童全員にア
ンケートを実施した（図１４）。アンケートの
集計結果を表１１～１４に示す。
図１４ 児童へ実施したアンケート
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選択肢 ３年生 ２年生
①とても楽しかった １８ １２
②少し楽しかった １ １
③どちらともいえない １ ０
④あまり楽しくなかった ０ ０
⑤とても楽しくなかった ０ ０
選択肢 ３年生 ２年生
①もっと好きなった １８ ８
②少し好きになった １ ３
③変わらない １ ２
④少しきらいになった １ ０
⑤もっときらいになった ０ ０
選択肢 ３年生 ２年生
①朝食をしっかりとるよ
うになった ８ ３
②決めた時間に起きられ
るようになった ８ ２
③体を動かして遊ぶこと
が多くなった １７ ５
④勉強がおもしろくなっ
た １１ ４
⑤よく遊ぶ友だちがふえ
た ８ ６
⑥今までと変わらない ２ ３
「朝の運動は楽しかったですか？」（表１１）
という問いに対して，「①とても楽しかった」
と回答したのが３年生は１８名，２年生は１２名
であった。「②少し楽しかった」と回答した
のが３年生１名，２年生１名であった。
「朝の運動をするようになって前より好き
になりましたか？」（表１２）という問いに対
して，「①もっと好きになった」と回答した
のが３年生が１８名，２年生が８名であった。
「②少し好きになった」と回答したのは３年
生１名，２年生３名であった。「③変わらな
い」と回答したのが２年生２名であった。３
年生１名が「④少しきらいになった」と回答
した。回答者と回答理由が不明なため原因を
明らかにすることはできないが，このような
回答が出たことは残念なことである。
「朝の運動をするようになって生活の仕方
がどのように変わりましたか？」（表１３，複
数回答可）という問いに対して，「①朝食を
しっかりとるようになった」と回答したのが
３年生が８名，２年生が３名，「②決めた時
間に起きられるようになった」が，３年生８
名，２年生２名，「③体を動かして遊ぶこと
が多くなった」が３年生１７名，２年生５名，
「④勉強がおもしろくなった」が３年生１１
名，２年生４名，「⑤よく遊ぶ友だちがふえ
た」が３年生８名，２年生６名，「⑥今まで
と変わらない」が３年生２名，２年生３名で
あった。この質問から朝の運動プログラムを
通して，子どもたちは「体を動かす機会」が
増加したといえる。
「来年もこの朝運動がしたいですか？」
（表１４）という問いに対して，「①毎日した
い」と回答したのが３年生１６名，２年生９名，
「②週に２回くらいしたい」が３年生２名，２
年生２名，「③週に１回したい」が３年生１
名，２年生１名，「④したくない」が３年生
１名であった。以上の結果から朝の運動プロ
グラムは，子どもにとって楽しいものであり，
運動意欲をかき立てる効果があったといえる。
表１１ 朝の運動は楽しかったですか？（人数）
表１２ 朝の運動をするようになって前より好
きになりましたか？（人数）
表１３ 朝の運動をするようになって，生活の
仕方がどのように変わりましたか？
（人数）
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選択肢 ３年生 ２年生
①毎日したい １６ ９
②週に２回くらいしたい ２ ２
③週に１回したい １ １
④ときどきならしたい ０ １
⑤したくない １ ０
表１４ 来年もこの朝運動がしたいですか？
ま と め
平成２２年４月～１２月まで全３８回の「朝の運
動プログラム」を江別市内のＡ小学校の３年
生２１名，２年生１２名を対象として実施した。
プログラム前後の体力測定の結果，ほどん
どの項目で改善がみられ，新体力テストでは，
反復横跳びが特に増加し，げんきキッズ運動
能力テストでは，後方ハイハイなどが有意に
改善された。このことは，児童の成長の影響
も含まれるが，朝運動プログラムの素早く動
く運動や，様々な複合的な運動プログラムが
効果的に働いたと考えられる。
また，児童のアンケートからも，朝運動を
楽しみにしており，運動意欲をかき立てるも
のであったことが明らかとなった。
来年度もこのプログラムは継続実施される
ことが決定しているので，プログラムの見直
しをはかり，子どもたちが意欲的に興味を持っ
て取り組めるようなプログラム開発とその効
果を検証していきたい。
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